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平成25年度～34年度　御宿町総合計画策定

ともに支え合う挑戦と再生
笑顔と夢が膨らむまち

　御宿町では、平成25年度から平成34年度までの10年間にわたる新しい町づくりビジョン
「御宿町総合計画」を策定します。
 この計画は、御宿町のまちづくりにおける基本となるもので、御宿町の政策の基本的な方
向性を示すものです。
　現在、総合計画策定業務を、住民の皆さんとともに進めているところですが、広報９月号
より、「御宿町総合計画の策定」についてご紹介します。

前期アクションプラン

基 本 構 想（Ｈ25～34年度）

後期アクションプラン

前期基本計画（Ｈ25～29年度） 後期基本計画（Ｈ30～34年度）

≪総合計画の構成≫

集集
特特
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御
宿
町
総
合
計
画
と
は
、
町
政
全
般

に
関
す
る
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
ま

ち
づ
く
り
計
画
で
す
。

今
年
度
は
、
御
宿
町
第
三
次
総
合
計

画
（
平
成
十
三
年
度
～
平
成
二
十
四
年

度
）
の
最
終
年
度
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
町
で
は
、
平
成
二
十
五

年
度
か
ら
平
成
三
十
四
年
度
ま
で
の
十

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
「
御
宿
町
第

四
次
総
合
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
策
定
業
務
に
着

手
。
平
成
二
十
四
年
度
は
、
左
記
で
ご

紹
介
し
て
い
る
総
合
計
画
策
定
委
員
会

と
策
定
懇
談
会
を
立
ち
上
げ
、
様
々
な

分
野
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
提
言
」
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」、　

「
基
本
計
画
」、「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
の
３
部
構
成
と
し
ま
す

基
本
構
想
と
は
、
将
来
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る
基
本
理
念
と
目
指

す
べ
き
将
来
像
を
明
確
に
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
総
合
計
画
の
基
本
理
念
は
、

「
笑
顔
と
夢
が
膨
ら
む
ま
ち
」（
と
も
に
支

え
合
う
挑
戦
と
再
生
）
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
先
行
き
不
透

明
な
経
済
状
況
の
な
か
、
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
御
宿

町
の
将
来
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
を
ど
の
よ
う
に
描
く
の
か
」
を
検
証
し

た
と
き
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
で
培

わ
れ
た
経
験
等
を
十
分
に
踏
ま
え
た
な

か
で
、「
ま
ち
づ
く
り
を
一
か
ら
見
な
お
す

＝
御
宿
再
生
と
、
新
た
な
時
代
に
も
対
応

す
る
挑
戦
を
掲
げ
ま
し
た
。
基
本
理
念
は
、

そ
の
中
で
、
地
域
住
民
が
「
笑
顔
で
生
活

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
」
と
い
う
観
点
か
ら
決
め
た
も
の

で
す
。

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
に
基
づ
き

実
施
す
る
基
本
的
施
策
を
示
す
も
の
で
、

平
成
二
十
五
年
～
二
十
九
年
度
ま
で
を

前
期
基
本
計
画
、
平
成
三
十
年
度
～
三

十
四
年
度
ま
で
を
後
期
基
本
計
画
と
し

ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
基
本
計
画
に

基
づ
い
た
事
業
を
、
年
次
計
画
と
財
源
を

セ
ッ
ト
に
し
た
具
体
的
な
実
施
計
画
を
指

す
も
の
で
、
毎
年
度
の
予
算
編
成
の
指
針

に
な
る
も
の
で
す
。

住
民
の
声
を
総
合
計
画
に
反
映

実
現
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
協
議

　
御
宿
町
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、「
住
民

が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
？
」
住
民
の
満

足
度
向
上
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
限

り
、
住
民
の
声
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
左
記
の
と
お
り
策
定
委
員
会
及
び
策

定
懇
談
会
を
開
催
し
、
実
現
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総合計画の策定体系総合計画の策定体系
 御宿町総合計画を策定するにあたり、
より多くの住民の意見を計画に反映
させるため、御宿町総合計画策定委
員会及び御宿町総合計画策定懇談会
を設置しました。

総合計画策定委員会
総合計画策定委員会は、議会議
長や各常任委員会委員長をはじ
め、区長会や漁協、観光協会、
商工会、農業委員会、教育委員会、
ＰＴＡ、社会福祉協議会、町消
防団の代表者１３名で構成され
ています。

総合計画策定懇談会
まちづくり計画を策定するにあ
たり、様々な分野における幅広
いご提案等をいただくために設
置しました。各種団体の代表者
や公募会員で構成され、具体的
なまちづくりへの取組みについ
てご提案いただきます。
懇談会は、下記のとおり３つに
分かれ、それぞれの懇談会にお
ける『まちづくり提案』をまとめ
ていただきます。

①住民協働による豊かな暮らし
と安全安心なまちづくり

②賑わいの創出と生活基盤を
向上させるまちづくり

③地域で支え助け合う子育て、
福祉と教育のまちづくり
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住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
聞
い
た

ま
ち
づ
く
り
ニ
ー
ズ

御
宿
町
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
が
「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
」
を
把
握
す
る
た
め
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
二
十
歳
～
三
十
九
歳
ま
で
五
百
人
、
四
十
歳
～
六
十
四
歳
ま
で
五
百
人
、

六
十
五
歳
～
八
十
歳
ま
で
五
百
人
の
合
計
千
五
百
人
の
男
女
を
無
作
為
に
抽
出
し
て
行
い
、

五
八
三
件
の
回
答
（
回
答
率
三
八
・
九
％
）
で
し
た
。

回
答
が
多
か
っ
た
行
政
区
は
、
久
保
区
の
二
二
四
件
、
次
い
で
新
町
区
、
御
宿
台
区
、

岩
和
田
区
。
職
業
別
で
み
ま
す
と
、
無
職
・
主
婦
層
が
最
も
多
く
、
会
社
員
、
自
営
業
、

農
業
、
公
務
員
の
順
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ１．Ｑ１．

Ｑ2．Ｑ2．

「安全安心・豊かな暮らし実現｣ に向け、特に重要
だと思う項目を２つ選択してください。

「福祉・教育の充実、子育て支援｣ に向け、特に重要だと思う項目
を２つ選択してください。

東日本大震災の影響もあり、「災害に強い安全で安
心なまち」を求める声が多く、次いで、「事故や犯罪
が起こりにくいまち」、「人口増加を促進させるまち」
が上位となりました。「すべての住民が、安心して暮
らし続けることができるまち」が望まれています。

「地域医療体制の充実」のほか、高齢者の生きがい対策や健康増進、予防対策の充実といったご
意見が多くありました。また、住民が集える場所（学習できる場、スポーツできる場、住民が交
流できる場）を求める声がありました。

災害に強い安全で
安心なまち
　　366 件 32％

情報化に対応したまち
　           70 件 6％ 

住民がまちづくりに
参加しやすいまち
　　128件 11％ 

町有地や公共施設等を
活用するまち
　　151件 13％ 

移住・定住増加策を
促進させるまち
　　162件 14％ 

交通事故や犯罪が
起こりにくいまち
　　224件 20％ 

災害に強い安全で
安心なまち
　　366 件 32％

その他（ご意見欄に
ご記入ください）
　18件 2％ 

ボランティア活動
などを支援するまち
　　　25件 2％ 

情報化に対応したまち
　           70 件 6％ 

住民がまちづくりに
参加しやすいまち
　　128件 11％ 

町有地や公共施設等を
活用するまち
　　151件 13％ 

移住・定住増加策を
促進させるまち
　　162件 14％ 

交通事故や犯罪が
起こりにくいまち
　　224件 20％ 

Q1.

Q2.

0 50 100 150 200 250 300 350件

地域医療体制が充実したまち・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 324件　　28％ 

高齢者等の福祉が充実したまち（生きがい･健康増進･予防対策等） 309件　27％ 

子育てしやすいまち（放課後児童、保育所・児童館運営の充実等） 233件　20％ 

教育環境が充実したまち（学習しやすい環境づくり） 111件　10％ 

社会教育、スポーツ振興策が充実したまち（余暇活動・環境の充実等） 85件　7％ 

施設等が利用しやすいまち(段差解消等）・・・・・・・・・・・ 51件　4％ 

障害者が地域で暮らしやすいまち・・・・・・・・・・・・・・・・・ 38件　3％　　 

その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5件　1％ 

平成25年度～34年度　御宿町総合計画策定

集集
特特
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Ｑ3．Ｑ3．

Ｑ4．Ｑ4． 「産業連携と活性化｣ に向け、
特に重要だと思う項目を２つ選
択してください。

「
自
然
環
境
の
活
用
と
保
全
、
生
活
基
盤

の
向
上
」
に
向
け
、
特
に
重
要
だ
と
思
う

項
目
を
２
つ
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

漁業や農業、商工業、観光業など、様々な産業が
連携したまちづくりに対する要望が多くありました。
また、Ｑ３で上位であります里海・里山を保全しな
がら、御宿独自の地域資源を活かしたまちづくりに
対するご意見も多く寄せられました。

豊かな自然環境（海岸・里山など）を活かしたまちづくりが上位となりました。
河川浄化対策に対する提案も多く、環境保全対策に対する意見が多く寄せられま
した。

地域の産業が
連携したまち
277件 25％ 

農業振興の充実を
図るまち　93件 8％ 
漁業振興の
充実を図るまち
　　94件 8％ 

　観光施設管理の
充実を図るまち
　　112件 10％ 

観光イベントの
充実を図るまち
170件 15％ 

海岸等の地域資源を
活用したまち
　　226件 20％ 

地域の産業が
連携したまち
277件 25％ 

その他 ( ご意見欄に
ご記入ください）
　　20件 2％ 

農業振興の充実を
図るまち　93件 8％ 
漁業振興の
充実を図るまち
　　94件 8％ 

　観光施設管理の
充実を図るまち
　　112件 10％ 

商工業の活性化を
図るまち
 134 件 12％ 

商工業の活性化を
図るまち
 134 件 12％ 観光イベントの

充実を図るまち
170件 15％ 

海岸等の地域資源を
活用したまち
　　226件 20％ 

Q4.

Q3.

0 50 100 150 200 250 300件

海岸美化や里山保全など、
　　豊かな自然環境を維持するまち
道路や歩道、排水などの
　　　　生活基盤が整備されたまち
JRやバスなど公共交通が充実したまち

省エネルギー、新エネルギーを推進するまち

景観に配慮したきれいなまち・・・・・・・

ごみ減量化・資源化対策を推進するまち

公園環境の整備・充実を図るまち・・・・

その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

276件　24％

261件　22％ 

220件　19％

129件　11％

100件　9％

91件　8％ 

66件　6％

7件 1％

　これからの御宿町を支える若い世代
にも同様のアンケート調査を実施しま
した。
　Ｑ１では、「災害に強い安全で安心な
まち（40件）」に対する回答が最も多く、
次いで、「交通事故や犯罪が起こりにく
いまち（29件）」、「ボランティア活動支
援（15件）」という結果になりました。Ｑ
２では、「高齢者福祉の充実（29件）」と

「地域医療体制の充実（26件）」がほぼ同
じ回答数で上位回答となりました。Ｑ３
では、「海岸美化等の豊かな自然環境を
維持するまち（35件）」が最も多く、次
いで、「ＪＲやバスなど公共交通が充実
したまち（22件）」、「ごみ減量化・資源化
対策の推進（17件）」になりました。Ｑ４
では、「海岸等の地域資源を活用したま
ち（31件）」と「観光イベントの充実した
まち（30件）」がほぼ同数で上位となり
ました。　

中学校3年生60人
にアンケートを実施しました
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　東日本大震災から１年半年。
　いまだかつてない震災が教えてくれた自然の脅威。この 1年半、町では災害に強い
町づくりを目指し様々な施策を行うとともに、災害時における地域での対応や、体制
づくりの強化に努めてまいりました。
　しかし、災害時に被害を最小限にとどめるためには町や地域の皆さんと一体となっ
た備えが必要です。
　今後も自助・共助・公助、それぞれの役割を認識し、災害に強い町づくりに努めま
しょう。

for a rainy dayfor a rainy dayfor a rainy dayKeep somethingKeep somethingKeep something
▲御宿分署職員による三角巾活用講座

▲自衛隊による防災キット展示 ▲アルファ化米をみんなで試食

▲バイク隊でいち早く通信網の確保

▲地域のみんなで避難の実施

▲ NTT東日本による伝言ダイヤル体験

備えあれば

憂いなし

備えあれば

憂いなし

備えあれば

憂いなし備えあれば

憂いなし

備えあれば

憂いなし

備えあれば

憂いなし
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災
害
時
の
応
急
体
制
の
確
認
や
自
主

防
災
組
織
の
充
実
を
目
指
し
、
９
月
２

日
に
町
内
全
域
を
対
象
と
し
た
総
合
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
地
域
で
の
災
害
時
の

初
動
対
応
訓
練
を
行
う
事
に
よ
り
、
迅

速
か
つ
的
確
な
対
応
と
町
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
も
の
で
、
雨
天
の
中

約
８
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
行
わ
れ
た
訓
練
で
は
、
町
内
に

千
葉
県
房
総
南
方
沖
を
震
源
と
す
る
震

度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
、
大
津
波
警

報
が
発
表
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
、
各

自
主
防
災
会
と
消
防
団
が
連
携
し
、
高

台
や
避
難
場
所
等
へ
の
避
難
訓
練
、
情

報
収
集・
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
御
宿

中
学
校
で
は
、
消
防
署
職
員
に
よ
る
三

角
巾
を
利
用
し
た
応
急
救
護
訓
練
や
初

期
消
火
訓
練
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
の
炊
出

訓
練
を
御
宿
赤
十
字
奉
仕
団
の
協
力
を

得
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
訓
練
に
は
陸
上
自
衛

隊
や
勝
浦
海
上
保
安
署
、
東
京
電
力

㈱
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
㈱
の
協
力
の
も
と

専
門
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
防
災
対
策

展
示
や
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
体
験
な

ど
、
日
頃
体
験
出
来
な
い
訓
練
が
行
え

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
町
で
は

防
災
対
策
や
計
画
の
見
直
し
を
開
始
し
、

こ
れ
ま
で
次
の
事
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

〇
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
の
実
施

〇
防
災
備
蓄
品
の
整
備

　
（
防
災
飲
料
水
や
蒸
し
パ
ン
等
の
備

蓄
食
料
の
追
加
購
入
）

〇
津
波
避
難
誘
導
看
板
及
び
津
波
注
意

看
板
の
設
置

　
（
町
内
に
誘
導
看
板
を
５
箇
所
、
注

意
看
板
を
４
箇
所
設
置
）

〇
指
定
避
難
場
所
看
板
の
設
置

〇
津
波
一
時
避
難
所
ビ
ル
の
協
定
締
結

〇
東
京
電
力
電
柱
を
利
用
し
て
、
避
難

時
の
目
安
と
な
る
標
高
看
板
の
設
置

〇
町
内
14
箇
所
へ
標
高
柱
を
設
置

〇
消
防
団
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

　

こ
れ
ら
を
含
む
活
動
や
、
自
主
防

災
会
の
地
道
な
活
動
に
よ
り
町
民
一
人

ひ
と
り
の
防
災
意
識
が
高
揚
し
、
防
災

訓
練
参
加
者
が
４
０
０
人
程
だ
っ
た
昨

年
度
に
比
べ
て
約
２
倍
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
町
民
全
体
か
ら
す
る
と
参
加

者
は
ま
だ
ま
だ
多
く
な
く
、
今
後
の
課

題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
町
民
一
人
ひ
と
り
が
災
害
を

予
防
す
る
こ
と
や
災
害
発
生
時
の
避
難

行
動
を
迅
速
に
と
る
こ
と
の
必
要
性
を

認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
広
く
周
知
活

動
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
で
発
生
し
た
地
震
の
影
響

に
よ
り
、
日
本
の
各
地
で
津
波
注
意
報
が
発

令
さ
れ
た
８
月
31
日
。
町
で
は
、
消
防
団
と

一
体
と
な
り
、
警
戒
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
速
報
メ
ー
ル
の
送
信
も
行
わ
れ
、

御
宿
町
に
訪
れ
て
い
る
方
を
含
め
て
、
基
地

局
エ
リ
ア
内
に
い
る
方
へ
情
報
が
配
信
さ
れ

ま
し
た
。

 　

速
報
メ
ー
ル
は
対
応
機
種
の
み
へ
の
送
信

と
な
る
た
め
、
町
で
は
防
災
行
政
無
線
で
の

情
報
伝
達
を
主
体
と
し
、
そ
の
補
助
と
し
て

速
報
メ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
種
手
段
に
よ
り
正
確
な
情
報
配
信
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
初
の
運
用
！　

速
報
メ
ー
ル

▼

実
際
に
配
信
さ
れ
た
速
報
メ
ー
ル

　

津
波
注
意
報
発
令
の
旨
を
配
信

▲“働く車”の人気モノ　～消防車～
　　昨年度の消防団フェスタの様子
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地
域
防
災
の
要
で
あ
る『
消
防
団
』。

防
災
体
制
を
継
続
的
に
充
実
・
強
化
す

る
た
め
に
は
、
未
来
の
消
防
団
を
担

う
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
、
防
火
・
防

災
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
事
と
共
に
、

地
元
住
民
に
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
事
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
10
月
28
日（
日
）
に
消
防

資
機
材
等
の
展
示
・
説
明
や
初
期
消
火

訓
練
、
炊
出
し
の
実
践
等
を
行
う『
消

防
団
フ
ェ
ス
タ
』
を
須
賀
多
目
的
広
場

で
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
団
に
よ
る
消
防
操
法
の
披
露
や

広
域
消
防
に
よ
る
救
出
訓
練
等
を
見
学

す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
組
織
の
役
割

を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら

防
火
に
対
す
る
意
識
を
高
く
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
大
き
な
揺
れ
を
起
こ
す
事
の

で
き
る
千
葉
県
地
震
体
験
車「
ま
も
る

く
ん
」
を
配
置
し
、
普
段
で
き
な
い
揺

れ
を
体
験
し
て
頂
き
ま
す
。

　

大
き
な
揺
れ
を
体
験
し
、
改
め
て
家

庭
内
の
危
険
箇
所
を
認
識
・
点
検
し
て

も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

災
害
時
に
お
け
る
夷
隅
郡
市
町
間
の

総
合
応
援
に
関
す
る
協
定
書
が
８
月
10

日
に
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
、
被
災
市
町
だ
け
で
は
十

分
な
対
策
が
行
え
な
い
事
を
考
え
、
人

員
派
遣
や
備
蓄
品
の
提
供
な
ど
で
協
力

し
合
う
事
を
約
束
す
る
も
の
で
す
。

　

当
町
を
含
め
た
勝
浦
市
、
い
す
み
市
、

大
多
喜
町
２
市
２
町
は
、「
夷
隅
郡
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
と
し
て
も
日

頃
か
ら
常
備
消
防
に
つ
い
て
協
力
し
連

携
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
こ
の
他
に
も
、
姉
妹
都
市
で

み
ん
な
集
ま
れ
！

消
防
団
フ
ェ
ス
タ
!!

災
害
時
に
相
互
応
援二

市
二
町

◆
出
展
内
容

　

〇
自
動
車
か
ら
の
救
出
訓
練
披
露

　

〇
災
害
時
エ
ア
テ
ン
ト
の
設
営

　

〇
千
葉
県
地
震
体
験
車

　
（
ま
も
る
く
ん
）

※
車
両
後
部
に
昇
降
用
リ
フ
タ
ー
が
あ

る
の
で
、
車
椅
子
等
の
方
も
体
験
で

き
ま
す
。

　

〇
煙
体
験
ハ
ウ
ス

　

〇
消
防
操
法（
第
７
・
８
分
団
）

　

〇
炊
出
し
訓
練

　

〇
ヘ
ル
プ
ミ
ー
大
声
大
会

あ
る「
野
沢
温
泉
村
」
と
も
災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
結
び
、
有
事
の
際
、
関
係
市
町
村
と

の
協
力
関
係
を
強
固
な
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

▲体験室が前後、左右、上下に揺れて地震を疑似体験することができます。

▲それぞれ協定書を掲げる４人の首長
　左から石田町長・いすみ市長・勝浦市長・大多喜町長

▲安全を確保してから屋外へ避難

　

身
体
障
害
者
福
祉
会
の
地
震
避
難
訓
練
を

９
月
７
日
に
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
ま
し
た
。
ま
ず
自
身
の
安
全
を
守
り
、
屋

外
に
避
難
し
て
か
ら
、
防
災
ク
イ
ズ
や
炊
出

し
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
知
識
の
向
上
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
我
々
を
主

対
象
と
し
た
訓
練
は
県
内
で
も
珍
し
い
こ
と

で
、
参
加
出
来
て
大
変
う
れ
し
い
で
す
。」
と

お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
後
も
様
々
な
方
を
対
象
と
し

た
訓
練
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
町
民
の

方
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

意
識
の
高
揚
と
共
に
、
訓
練
等
へ
の
参
加
意

欲
の
醸
成
も
今
後
の
課
題
と
し
、
町
や
地
域

が
連
携
し
て
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
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◇
緊
急
時
速
報
メ
ー
ル
配
信
開
始

　

町
で
は
、
各
種
緊
急
情
報
を
町
民
及

び
観
光
客
に
対
し
て
迅
速
に
発
信
す
る

た
め
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の「
エ

リ
ア
メ
ー
ル
」、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
及

び
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
株
式
会
社

の「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
に
よ
る
、
緊
急

情
報
の
一
斉
メ
ー
ル
配
信
を
開
始
し
ま

し
た
。

【
町
が
配
信
す
る
情
報
】

　

避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
、
警
戒
区
域
情
報
、
津
波
注
意
報
、

津
波
警
報
、
大
津
波
警
報
、
噴
火
情
報
、

指
定
河
川
洪
水
警
報
、
土
砂
災
害
警
戒

情
報
、
東
海
地
震
予
知
情
報
、
弾
道
ミ

サ
イ
ル
情
報
、航
空
攻
撃
情
報
、ゲ
リ
ラ・

特
殊
部
隊
攻
撃
情
報
、
大
規
模
テ
ロ
情

報
な
ど
の
緊
急
情
報
。

※
気
象
注
意
報
や
警
報
等
に
つ
い
て
は
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
は
配
信
さ
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
緊
急
地
震
速
報
・
津

波
警
報
に
つ
い
て
は
、
気
象
庁
の
発

表
に
伴
い
、
各
携
帯
電
話
事
業
者
か

ら
配
信
さ
れ
ま
す
。

★
津
波
警
報
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、　

Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
の
み
の
配
信
で
す
。

■
緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
は

〇
月
額
利
用
料
、
通
信
料
は
、
無
料
の
サ

ー
ビ
ス
で
す
。

〇
町
内
の
対
応
エ
リ
ア
に
有
る
携
帯
電
話

（
対
応
機
種
）
全
て
に
対
し
て
配
信
さ

れ
る
た
め
、
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
一
時

的
に
御
宿
町
を
訪
れ
た
方
に
も
配
信
さ

れ
ま
す
。

〇
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
用
い
な
い
た
め
、
受

信
の
た
め
の
登
録
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
一
部
の
機
種
で
は
受
信
設
定
が
必
要
で

す
。

■
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が受

信
で
き
な
い
ケ
ー
ス

〇
携
帯
電
話
の
電
源
が
入
っ
て
い
な
い
、

圏
外
や
電
波
状
態
が
悪
い
場
所
に
い
る

場
合
。

〇
電
話
、
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
通
信
中
の
場
合
。

〇
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
設
定
が
さ
れ

て
い
な
い
場
合
。

※
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
対
応
機
種
、
受
信

設
定
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
各
携
帯

電
話
事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
防
災
Vol,04

町の振興と発展に向けて

新たな絆、ここに

　旧御宿高校跡地については、災害時の避難場所、防災資機材倉庫など防災施設としての利用のほか、普
通教室棟は、町民交流施設、図書室などの活用について検討を進めています。

　また、特別教室棟やグラウンドの一部については、民間活力を活かした
町の振興策について検討を行ってきました。
　これに伴い、第一回臨時議会を８月３０日に招集し、一般財団法人中央
国際学園設立準備財団との合意事項について議会で承認され、中央国際学
園誘致に向けて準備をすすめることになりました。
　合意事項の中には、町の振興についてもお互いが連携して行う事が明記
され、これにより、高校跡地の有効的な活用と、官民一体となった町の振
興への第一歩が踏み出されました。

　この承認を受け、一般社団法人中央国際学園設立準備財団と８月３
１日に「基本合意書」等を取り交わしました。
　また、準備財団理事長の斎

さいとう

藤 守
まもる

氏が町役場を訪れ、石田町長と町
の振興と発展について話し合われ、理事長からは、「生徒が御宿に宿泊
し、農業体験や漁業体験を中心に行う課外授業を実施したい。」とのお
話を頂きました。



　御宿の美しい砂浜を活かした大規模なス
ポ ー ツ 大 会「第18回ビーチバレー　ムーン
カップin御宿」が８月２３日から２５日の間で
行われ、高校生の部、中学生の部、一般の部
に県内外から総勢 268チーム（約 1,000人）が
参加しました。
　大会中の 3日間は残暑厳しい気候となりま
したが、白熱したビーチの戦いには最高の天
気となり、青空の下で、一般・高校・中学それ
ぞれの参加者が白く美しい ONJUKU BEACH
でのアウトドアスポーツを楽しんでいました。

　各チームは、砂浜の上でも機敏にプレーを
繰り広げ、時にはダイビングキャッチを見せ
るなど、熱い戦いが繰り広げられました。
　一般の部は、４ブロック制が採用され、予
選リーグを突破したチームが決勝トーナメン
トへと進みました。計８チームが決勝へとコ
マを進め、４コートで白熱した決勝戦が繰り
広げられました。
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町
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
が

主
催
す
る「
つ
ど
い
大
会（
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
）」
が
７
月
21
日
に
町
野
球
場
で
開

催
さ
れ
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
男

女
混
合
で
行
え
る
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
は
、
９
チ
ー
ム（
１
３
６
名
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
は
手
軽
で
安
全
に

行
え
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
定
着
し
、

技
術
面
や
戦
術
面
と
も
に
回
を
重
ね

る
毎
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
。
随
所
に
好
プ

レ
ー
が
見
ら
れ
る
白
熱
し
た
試
合
と

な
る
な
か
、久
保
人（
久
保
子
ど
も
会
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。

白い砂浜と碧空と

　

ま
た
、
今
年
も
試
合
に
出
ら
れ
な

い
低
学
年
を
対
象
に
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス

教
室
を
開
催
し
、
よ
り
多
く
の
子
ど

も
達
が
楽
し
め
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

町
の
大
会
の
上
位
４
チ
ー
ム
が
８

月
４
日
に
大
多
喜
町
多
目
的
広
場（
19

チ
ー
ム・
２
６
８
名
）
で
行
わ
れ
た
第

47
回
青
少
年
の
つ
ど
い
夷
隅
地
区
大

会
に
出
場
し
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気

い
っ
ぱ
い
に
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
を
楽
し
み

ま
し
た
。

▼

優
勝
し
た
チ
ー
ム
久
保
人

つどえ！
キ ッ ク ベ ー ス に

夢 中 人



自
然
管
理
の

大
切
さ
を
伝
え
る
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毎
年
多
く
の
方
々
か
ら
好
評
を
頂

き
、
今
年
で
13
回
目
を
迎
え
る「
お
ん

じ
ゅ
く
伊
勢
え
び
祭
り
」
が
、
９
月

１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
を
９
月
９
日

（
日
）
に
月
の
沙
漠
記
念
館
前
広
場
で

行
い
ま
し
た
。

　

お
得
な
伊
勢
え
び
セ
ッ
ト
の
限
定
販

売
や
つ
か
み
取
り
コ
ー
ナ
ー
、
え
び
汁

の
無
料
配
布
、
伊
勢
え
び
の
直
売
、
青

空
市
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
方
々
は
、
こ

の
時
期
に
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な

い
御
宿
の
旬
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

用
意
さ
れ
た
限
定
４
０
０
個
の
伊
勢

え
び
セ
ッ
ト（
伊
勢
え
び
２
尾
、
サ
ザ

エ
２
個
で
３
，
０
０
０
円
）
に
は
朝
早

く
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
先
頭
の
方

は
午
前
４
時
30
分
に
列
を
作
っ
た
と
の

事
。
ま
た
、
伊
勢
え
び
１
キ
ロ
あ
た
り

６
，
５
０
０
円
の
直
売
も
活
気
で
溢
れ
、

持
ち
返
る
方
や
、
そ
の
場
で
焼
い
て
食

べ
る
方
で
会
場
は
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
尾
１
，０
０
０
円（
一
人
２
尾
ま
で
）

の「
つ
か
み
取
り
コ
ー
ナ
ー
」
は
今
年

も
大
人
気
。
朝
か
ら
か
ら
イ
ベ
ン
ト
終

了
間
際
ま
で
、
元
気
の
い
い
伊
勢
え
び

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
楽
し
ん
で

参
加
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

当
日
は
千
葉
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー「
チ
ー
バ
く
ん
」
も
応

援
に
駆
け
付
け
、
エ
ビ
ア
ミ
ー
ゴ
と

と
も
に
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

祭
り
は
10
月
31
日
ま
で
行
わ
れ
、
町

内
の
各
協
賛
店
に
お
い
て
、
お
造
り
や

鬼
殻
焼
き
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
料
理
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
ビ

ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
は
10
月
7
日（
日
）
に
も

行
わ
れ
ま
す
。

防衛省により、子ども用防災教材「チャレンジ防災 48」（防災
紙芝居）が作成されました。
町では、この防災教材を利用し、御宿保育所で８月９日の地
震防災訓練で子どもたちに読み聞かせを行いました。
災害時に身の安全を守るなど実践的な行動につながることが
期待され、今後も、町では防災教育の場で活用していきます。

～防災紙芝居の読み聞かせ～チャレンジ防災 4
8チャレンジ防災 4
8

　

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
生
息
地
に
お
い

て
耕
作
放
棄
さ
れ
た
田
ん
ぼ
の
再
生

と
管
理
に
尽
力
を
頂
い
て
い
る「
ミ

ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
保
存
会
。」

　

そ
の
再
生
さ
れ
た
田
ん
ぼ
で
収
穫

さ
れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、
９
月
３
日

に
保
存
会
の
渡わ
た
な
べ
は
る
お

邉
晴
雄
会
長
か
ら
御

宿
小
学
校
へ
寄
贈
さ
れ
、「
子
ど
も

た
ち
の
教
育
に
是
非
と
も
役
立
て
て

下
さ
い
。」
と
校
長
先
生
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

～ミヤコタナゴ保存会～

紅
福
が
運
ぶ
秋
風
と
旬
の
味
わ
い

自
然
管
理
の

大
切
さ
を
伝
え
る
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御
宿
台
区
が（
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
宝
く
じ
助
成
金

整
備
事
業
を
活
用
し
、
催
事
用
テ

ン
ト
を
新
規
に
購
入
し
ま
し
た
。

　

御
宿
台
区
は
平
成
22
年
度
に
区

制
10
周
年
を
迎
え
、
22
、
23
年
度

の
秋
に
は
大
規
模
な
町
民
参
加
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

毎
月
実
施
さ
れ
る
朝
市
で
は
、
協

賛
店
参
加
の
も
と
賑
わ
い
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
購
入
し
た
テ
ン
ト
は
、
イ

ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
有
事

の
際
に
も
活
用
で
き
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
テ
ン
ト
に
よ
り

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
活

性
化
し
、
町
民
に
笑
顔
が
溢
れ
、

活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
に
繋
が
る

事
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
で
は
夢
と
愛
着
が

持
て
る
地
域
づ

く
り
を
、
住
民

と
と
も
に
築
い

て
い
き
ま
す
。

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

～
宝
く
じ
助
成
金
の
活
用
～

千葉県市町村選挙管理委員会
連合会感謝状　受章

水
みずかみ

上一
か ず お

夫氏は平成４年から 24 年までの 20 年間にわたり、御宿町
選挙管理委員会委員（平成 20 年からは委員長）として、選挙の適正
な執行管理、有権者の投票意識・政治意識の向上にむけた積極的な
啓発などに尽力された功績が認められ、千葉県市町村選挙管理委員
会連合会より感謝状が贈呈されました。

≪献血にご協力ください≫
安全な血液を確保・供給するため、皆さんのご理解とご協力をお願いします。千葉県赤十字

血液センターの献血車が町内の２カ所（御宿町保健センター・㈱田中精機）で１０月２２日に
採血を行います。※詳しい日程は「お知らせ版」でお知らせします。

また県内の「献血ルーム」で献血を行っていますので、ご協力をお願いします。

ルーム名 全血献血受付 成分献血受付 定休日 電話番号
モノレールちば駅献血ルーム
（モノレール千葉駅構内）

10:00～ 13:00
14:00～ 17:30

10:00～ 12:00
14:00～ 17:00 年末年始 043-224-0332

津田沼献血ルーム
（ＪＲ津田沼駅北口／津田沼ビル４階）

10:00～ 13:00
14:00～ 17:30

10:00～ 12:00
14:00～ 17:00 年末年始 047-493-0322

運転免許センター献血ルーム
（千葉県運転免許センター内）

9:00～ 13:00
14:00～ 16:30

（日曜は 16:10）
土曜日 ･祝日 

年末年始 043-276-3641

○問い合わせ　保健福祉課保健事業班　℡ 68-6717
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◎メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群） とは？
　「内臓脂肪型肥満」に加え、「脂質異常」「高血圧」「高血糖」といった危険因子を２つ以上あわせ
持った状態をいいます。
　危険因子を個々に見て、「やや高め」であっても、複数重なることで動脈硬化を急激に悪化させ、
心筋梗塞や脳梗塞などの危険性が高まります。
次の①に加え②～④のうち２つ以上に該当する場合、メタボリックシンドロームであるといえます。
　① 内臓脂肪蓄積：腹囲（へその高さで測定）　男性 85cm以上女性 90cm以上
　② 脂 質 異 常：中性脂肪値　150mg／ dl以上　または HDLコレステロール値　40mg／ dl未満
　③ 高 　 血 　 圧：収縮期血圧　130mmHg以上　または拡張期血圧　85mmHg以上
　④ 血　　　　糖：空腹時血糖値　110mg／ dl以上　または HbA1c　5.5%以上

◎生活習慣を見直し、 メタボリックシンドロームを予防・解消しましょう

◎ 1年に1回は必ず健診を受け、自分自身の健康を見直す材料にしましょう
【健診を受けるメリット】
　〇個々の健診結果に合わせた保健指導が受けられるので、生活習慣の改善に取り組みやすい。
　〇毎年受けることで、継続して健康状態を知ることができる。
　〇生活習慣病の発症・重症化を予防できれば、医療費も減らせる。

生活習慣を見直そう
生活習慣病とは、食べ過ぎや運動不足、喫煙など日々の不健康な生活習慣の積み重ねによっ

て引き起こされる病気です。自覚症状がなく、相当の年数を経て病気が進行してから症状が現
われるのが特徴です。

問い合わせ：保健福祉課保健事業班　　　℡：68 － 6717

Ⅰ．食生活
〇3食きちんと、特に朝ごはんが大切！
〇栄養バランスのとれた食事をとる。
〇ゆっくりよくかんで、腹八分目にする。
〇薄味で、脂肪の多い肉や油っこい物、甘いもの
は取り過ぎないようにする。

〇彩りよく、野菜料理をたっぷりと。

Ⅲ．その他の生活習慣
〇禁煙を実行しましょう。
〇お酒は適量を守る。
　　お酒の適量（以下のいずれか 1つ）

〇眠りやすい環境をつくり、
快適な快眠を。

〇趣味の時間や人との交流
を大切に、上手にストレ
ス解消を。

Ⅱ．運動習慣
〇無理のない範囲で有酸素運動を取り入れる。　
週 2～ 3日、30分程度のウォーキングなど
〇移動の際は、積極的に徒歩や自転車を利用する。
〇できるだけ階段を使う。
〇水中歩行やサイクリングなど、自分に合った運
動を定期的に行う。

日 本 酒
ビ ー ル
焼 酎
ウィスキー
ワ イ ン

1合（ 180ml）
中ビン1本（500ml）
ぐい呑み2杯弱（100ml）
ダブル1杯（60ml）
グラス2杯弱（200ml）



く
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オ
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タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

購
入
は
千
葉
県
内
で
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宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村

の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
環

境
対
策
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
使
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
は
１
等
前
後
賞
合
わ
せ

て
３
億
９
，
０
０
０
万
円

　

ご
購
入
は
、
ぜ
ひ
千
葉
県
内

の
宝
く
じ
の
売
り
場
で
お
願
い

し
ま
す
。

【
販
売
期
間
】

　

９
月
24
日（
月
）

～
10
月
12
日（
金
）

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

【
発
売
予
定
額
】

　

３
９
０
億
円（
13
ユ
ニ
ッ
ト
）

【
単　

価
】

　

１
枚
３
０
０
円

【
抽
選
日
】

　

10
月
19
日（
金
）

子
育
て
お
母
さ
ん

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

福
祉
の
し
ご
と

就
職
フ
ェ
ア
in
ち
ば

　

千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
、
再
就
職
に
つ
い

て
悩
み
を
持
つ
女
性
を
支
援
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

　

託
児
ル
ー
ム
を
完
備
し
、
お

子
さ
ん
連
れ
の
お
母
さ
ん
も
利

用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】

　

10
月
17
日
・
11
月
７
日

　

各
10
時
～
12
時
30
分

【
会　

場
】

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

大
会
議
室

【
定　

員
】

　

各
回
20
人（
申
込
先
着
順
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

　

県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
４
３（
２
４
５
）９
４
２
０

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

http://w
w
w
.chiba-job.com

/

　

千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
就

職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
採
用
担

当
者
と
の
個
別
面
談
や
各
種
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
福
祉

人
材
の
確
保
と
就
労
の
推
進
を

図
る
事
を
目
的
に
、
次
の
と
お

り
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

【
日　

時
】

　

10
月
20
日（
土
）

　

13
時
～
16
時

【
会　

場
】

　

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

　
（
JR
京
葉
線
海
浜
幕
張
駅
か

ら
徒
歩
５
分
）

※
参
加
希
望
の
方
は
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
内　

容
】

　

求
人
事
業
所
と
の
面
談
コ
ー

ナ
ー
・
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

　

千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
４
３（
２
２
２
）１
２
９
４

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

http://w
w
w
.chibakenshakyo.com



編 集 記後
9 月はイベントが多く開催されました。
防災訓練、伊勢えび祭りビックイベント、各

学校の運動会。
各イベントに参加させてもらいましたが、や

はり運動会で子どもたちが頑張る姿はいいもの
ですね。（井本）

人の動き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■8,011人（－9人）男 3,813人  女  4,198人
　世帯数 3,610 （平成24年8月31日）
※住民基本台帳人口数
★外国人登録法が改正され住民基本台帳人口数に

加わりました。

御宿分署の出動状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■火災件数 0　救急件数 64（平成24年8月中）
　御宿分署　☎80－0136

交通事故発生状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■発生件数 14　死者数 0　負傷者数 19
　（平成24年1月1日～9月2日現在）

町民バス利用状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■乗車人数 202人（平成24年8月中）

ダムの貯水状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■有効貯水量363,000㎥　有効貯水率 62.7%
　（平成24年9月1日現在）

町浄水場の水質検査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■放射性セシウム　
　平成24年9月11日 採水の検査結果「不検出」
　※4月以降放射性ヨウ素については半減期が短く周辺環境におい

て検出されていないことから4月以降対象外となりました。

慶弔（ 8月届出 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■　出生 2　死亡 7
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国こ
く
せ
き籍
は
様さ
ま
ざ
ま様
な
り
て
浜は
ま

の
夏な
つ	

堺
　
　
陸
子

海う
み

の
家い
え
う失

せ
て
広ひ
ろ

が
る
秋あ
き

の
浜は
ま	

桜
谷
　
敬
蔵

炎え
ん

昼ち
ゅ
うや
信し
ん

号ご
う

待ま

ち
の
バ
イ
ク
便び
ん	

大
曽
根
利
枝

く
だ
け
散ち

る
波な
み

の
音お
と

聞き

く
秋あ
き

の
夜よ
る	

佐
藤
き
よ
み

落お

ち
つ
い
た
浜は
ま

の
さ
ざ
波な
み

秋あ
き
の
浜は
ま	

菊
池
　
武
夫

嫋た
お

や
か
な
な
で
し
こ
世せ

界か
い

に
咲さ

き
誇ほ
こ

り	

佐
野
志
保
子

新し
ん
り
ょ
う

涼
の
風か
ぜ

に
誘さ
そ

は
れ
野の

の
小こ

道み
ち	

澤
崎
　
幸
子

眠ね
む
る
子こ

の
傍そ
ば

で
祈い
の

り
し
原げ
ん

爆ば
く

忌き	

本
吉
美
絵
子

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【秋

あき

の浜
はま

】

寝ね

入い

る
子こ

に
幼
お
さ
なき
兄あ
に

の
団う
ち
わ扇
風か
ぜ	

本
吉
　
　
愛

ひ
と
雨あ
め

で
足あ
し

跡あ
と

消き

え
し
秋あ
き

の
浜は
ま	

金
子
　
澄
子

何い

時つ

ま
で
も
暮く

れ
ぬ
白び
ゃ
く
や夜

を
楽た
の

し
め
り	

松
村
　
　
全

夜よ

空ぞ
ら
に
も
航こ
う

路ろ

の
あ
り
て
灯ひ

の
涼す
ず

し	

小
野
　
　
子

送お
く

火り
び
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タウンカレンダー

（保健）⇒町保健センター　（御児）⇒御宿児童館

日 月 火 水 木 金 土

○大腸がん・胸部検診
　　9:00～11:00

（公民館）

○大腸がん・胸部検診
　 9:00～11:00
　13:00～15:00

（公民館）

○大腸がん・胸部検診
　 9:00～11:00
　13:00～15:00

（公民館）

○大腸がん・胸部検診
　 9:00～11:00
　13:00～15:00
（岩和田青年館）

○大腸がん・胸部検診
　 9:00～11:00
　13:00～15:00
（御宿台集会場）

○乳児相談
　13:30～15:00

（保健）

　　○大腸がん・胸部検診
　　○固定資産税
　　　第3期納期限
○国民健康保険税
　　　第3期納期限
○介護保険料
　　　第3期納期限

○伊勢えび祭り
ビックイベント

○絆記念行事

○健康・体力チェック

○学習成果発表会
　　（御宿中）

○子育て相談
　10:00～11:30

（御児）

　　　○サンデー
オープン

○町民清掃
○月の沙漠記念館
　　町民無料の日
○健康・体力チェック

○就学時健康診断
　（御小・布施小）

○献血

○消防団フェスタ
　　 ○町県民税
　　　第3期納期限
○国民健康保険税
　　　第4期納期限
○介護保険料
　　　第4期納期限

10月 神無月

１０月１日から
指定ごみ袋制が始まります。
ご協力をお願いします。
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　１０月１日から、ごみ収集は町の指定袋での排出となります。
　燃やせるごみは（桃色の袋）、資源ごみ・不燃ごみは（透明な袋）で
必ず指定ごみ袋を使ってのごみの排出をお願いします。
　指定ごみ袋以外で排出された場合の収集は行いません。
　みなさんのご協力をお願いします。

御宿町　建設環境課
　　　　清掃センター　６８－４６１３

【指定ごみ袋取扱店舗一覧】
〇石井商店　　〇ローソン御宿新町店　〇御宿岩和田漁業協同組合
〇前田陶器店　〇目黒商店　　〇スーパーおおたや国道店　　〇ゆあぱーく
〇セブンイレブン上総御宿店　〇ヤックスドラッグ御宿店　　〇米本商店
〇国吉屋商店　〇岡村薬局　　〇よねもとでんき　〇水上商店　〇 Y SHOP式田

◇指定ごみ袋制がスタートします◇


